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「農薬 と 有益生物」 研究集会
一一( 1 ) IOBC/wprs ワ ー キ ン グ グループ集会 と 生態毒性学国際会議に 参加 し て一一
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 1996 年 10 月 9 日 か ら 16 日 ま で， イ ギ リ ス ・ ウ エ ー

ル ズ州 カ ー デ ィ フ 市で開催 さ れ た 標記会議 に 参加す る 機

会 を 得 た の で， 印 象 を 交 え て 報告 し た い。
10 月 9 日 か ら 12 日 ま で IOBC の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

集会がウ エ ー jレ ズ大学 に お い て ， 14 日 か ら 16 日 ま で生

態毒性 学 国 際 会 議 (Ecotoxicology Conference) が カ

ー デ ィ フ 国際会議場で そ れ ぞ れ開催 さ れた。
IOBC ( 国際有害動植物生物的総合防除機関) に は 六

つ の地域支部があ り ， そ の な か の一つ， 西 ヨ ー ロ ッ パ支

部 (wprs) に 「農 薬 と 有 益 生 物 ( Pest ic ides and 
Beneficial Organisms) J の ワ ー キ ン グ ク. ル ー プが あ る 。

こ こ で は， ド イ ツ ， イ ギ リ ス ， ス イ ス ， オ ー ス ト リ ア，
オ ラ ン ダ， べjレ ギ ー な どの西 ヨ ー ロ ッ パ各国 の政府研究

機関， 大学， 農薬企業あ る い は コ ン ト ラ ク ト ラ ボ (農薬

企業か ら 依頼 さ れ た 各種試験 を 実施 す る 専門の研究会
社) の研究者が， 試験方 法 や 試験結果の評価法 な ど に つ
い て 検討 を 行 っ て い る 。 こ の ワ ー キ ン グ ク. ル ー プでは l
年 に一度集会 を も ち ， 各 国 の メ ン バ 一 間 で情報交換 を し
て い る 。 今回の集会では， ア プ ラ パチ ， タ マ コ。パチ， ク

サ カ ゲ ロ ウ ， オ サ ム シ， カ プ リ ダニ， ク モ を対象 に し た

研究発表が多 か っ た 。 内容 も 方法論， 対象生物の比較，

薬量の検討な ど， テ ー マ も 多岐 に わ た っ て い た 。 国別で
は ド イ ツ か ら の発表が特に 多 く ， 乙 の分野で最 も 研究の
進んだ国 と 思わ れ た 。 日 本か ら は筆者の一人， 平井一男
が 「 ズ イ ム シ ア カ グ マ コ.パチ に 対 す る 殺虫剤の影響」 に
つ い て 発表 し た。

こ れ ら の発表 と は別 に ， 各 テ ー マ ご と に 試験方法な ど

個々 の 問題点 を 少数の 関係者が集 ま っ て検討を行 う グル
ー プ ( リ ン グ テ ス ト クツレ ー プ と 呼ばれ る ) の 集 ま り がい

く つ か あ っ た 。 こ こ で は 問題点 を絞 り 込み， 調査お よ び
検討 を メ ン バ ー で分担 し ， 得 ら れた 結果 に つ い て お互い
に 意 見 を 交換 し 問題点 を 段階的 に j終決 し て い た 。 リ ン グ
テ ス ト グ ル ー プの検討結果 は 直 ち に 全体会議で公 開 さ
れ， ワ ー キ ン グ ク勺レ ー プ全体の合意 を 得て い た 。 こ の グ

ル ー プで は ， 各 国 の 若手 の研究者 の 活躍 が 印 象 に 残 っ

井

れ
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翌週開催 さ れ た 生態毒性 学 国 際 会 議 は IOBC ワ ー キ

ン グテ クツレ ー プの メ ン ノ て ー に力日 え て ， ア メ リ カ ， オ ー ス ト

ラ リ ア ， マ レ ー シ ア ， フ ィ リ ピ ン， パ キ ス タ ン， ケ ニ

ア ， エ チ オ ピ ア な ど 世界各国 の研究者が集 ま っ た 。 こ の

会議では， IOBC の ミ ー テ ィ ン グで発表 さ れ た 農薬 の 影
響試験の方法 お よ びそ の結果の み な ら ず， 各 国 あ る い は
各地域の影響試験の 考 え 方や， 発展途上国 に お け る 影響
試験の啓蒙お よ び普及活動の紹介があ っ た。 ま た ， 室内
試験以外に も ， 回場 に お げ る 農薬 の影響調査 な ど の 発表
も あ っ た。 こ こ で は ア メ リ カ と ヨ ー ロ ッ パ各 国 の担当者

の間で活発な意見交換があ っ た 。
周知の よ う に ， ヨ ー ロ ッ パ で は以前か ら 環境問題 に 対

す る 関心が極 め て 高 く ， こ の ワ ー キ ン ク. ク. ルー プ も 設立

さ れて か ら 既 に 20 年以上 縫 っ て い る 。 わ が 国 の こ の 分
野での研究 は ま だ始 ま っ た ばか り で， こ れか ら 検討すべ

き こ と は た く さ ん あ る 。 国 際協調 の 点 か ら も ， ヨ ー ロ ッ
パでの研究成果 は わ が国の農薬の， 有益生物 に 対す る 影
響調査の確立 に 大 い に 参考 に な る と 思わ れ る 。 今回， こ

れ ら の会議 に 参加 し て ， 現在の問題点や こ れか ら の方向

性 に つ い て 見聞 し た こ と は 大変有意義で あ っ た。

左か ら f医者の平井， ワ ー キ ン グ グ ル ー プの リ ーダー の ハ ツ

サ ン的こと， m者の森
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